
 

2023 年漁業センサス結果の概要（概数値）について 
 

※ 農林水産省が令和５年 11 月 1 日現在で実施した「2023 年漁業センサス」のうち 

海面漁業調査‐漁業経営体調査の結果（山形県分） 

 

 １ 漁業経営体 

令和５年の漁業経営体数は209経営体で、平成30年（前回センサス）に比べ75経営体(△26.4％)

減少した。令和５年の減少率は、平成30年の減少率を5.5ポイント上回った。 

   個人経営体数は204経営体で、平成30年に比べて67経営体（△24.7％）減少した。 

      自家漁業の専業兼業別の構成は、専業が129経営体（構成比63.2％）、第１種兼業が36経体（同

17.6％）、第２種兼業が39経営体（同19.1％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 漁業就業者 

  漁業就業者数は292人で、平成30年に比べ76人（△20.7％）減少した。 

漁業就業者のうち、男性は286人（構成比97.9％）、女性は６人（同2.1％）となっている。 

     年齢階層別にみると、「65歳以上」が161人（構成比55.1％）と最も多く、「50～59歳」が42人（同

14.4％）、「39歳以下」が40人（同13.7％）、「40～49歳」が25人（同8.6％）、「60～64歳」が24人

（同8.2％）の順となっており、65歳以上の占める割合は平成30年の51.1％を4.0ポイント上回って

いる。 

表１ 性別・年齢別漁業就業者数 

 

  

 

 

 

 

 

 

図１ 漁業経営体数の推移 図２ 個人経営体数の推移 

ｾﾝｻｽ間の 平20/平15 平25/平20 平30/平25 令５/平30

増減率(％) △ 17.5 △ 13.7 △ 20.9 △ 26.4

単位：人

  漁業就業者数 　　　　　年齢別

計 男性 女性 計  39歳以下 40～49歳 50～59歳 60～64歳 65歳以上

474 462 12 474 57 43 51 82 241

368 358 10 368 51 44 41 44 188

292 286 6 292 40 25 42 24 161

平成25年 100.0 97.5 2.5 100.0 12.0 9.1 10.8 17.3 50.8

平成30年 100.0 97.3 2.7 100.0 13.9 12.0 11.1 12.0 51.1

令和５年 100.0 97.9 2.1 100.0 13.7 8.6 14.4 8.2 55.1
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３ 漁船隻数 

   漁業経営体が、令和５年11月１日前１年間に使用し、調査日現在保有している漁船の隻数は268

隻で、平成30年に比べ127隻（△32.2％）減少した。 

     種類別にみると、動力漁船が140隻、船外機付漁船が128隻、無動力漁船が０隻となっており、

平成30年に比べ、動力漁船が37隻（△20.9％）、船外機付漁船が89隻（△41.0％）、無動力漁船

は１隻（皆減）減少した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

【問い合わせ先】 
統計企画課 経済統計担当 TEL 023-630-2809 または2184 

図３ 漁船隻数の推移 


